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1 はじめに

近年ロボットの普及が増えており，様々な場所で様々

な種類のロボットが活躍している．その中でロボット

と人間が今までより自然にコミュニケーションをとれ

るようなシステムが普及すれば一般家庭にもロボット

が普及し，人間の暮らしを今までより裕福にする事が

出来ると考えている．そのためにロボットが必要な要

素の一つとして感情という問題点がある．従来の方法

では人と人が会話をする時の様な感情の起伏をうま

く表現する事ができていない．そのため心的状態遷移

ネットワーク [1]に基づく感情会話システムの構築を

する事で，ロボットが感情を持っているかのように表

現する事を目的にし，有効性を示す．

2 システムについて

本研究では徳島大学Ａ１研究室が保有するアクトロ

イド任 verを使用する (図１)

図 1: アクトロイド任 ver

2.1 提案手法

心的状態遷移ネットワークモデルに基づく感情デー

タベース (図 2)を生成し感情データベースに音声会話

情報を付与させ，各感情データベースを移動させる事

でロボットが感情をもっているかの様に表現する．本

研究で用いる感情は PaulEkuman[2]が提唱する人間

の 6つの基本情動である 6感情に平常を加えた 7感

情を用いる．アクトロイドが外部から入手する会話文

に感情生起成分が含まれているとき，その感情データ

ベースへ移行する事でアクトロイドが感情を持ってい

るように表現する事が出来る．

図 2: 感情データベース

2.2 会話システム

音声認識ソフト Juliusを使用する.音声会話に使う

言葉はテキストファイルに記載されている言葉を用い
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る．テキストファイルには約 300会話文のデータが 7

個の感情データベースごとに記載されている．まず始

めにアクトロイドが待機状態におり，テキストファイ

ルに記載されている言葉を認知するとアクトロイドが

会話を発生する．下の図（図 3)は喜びの感情データ

ベースに滞在している時のテキストファイルの一部だ

が，左側の会話文が発話者がアクトロイドに向けて話

す会話文，右側の会話文はアクトロイドが返事をする

会話文，その右に示されている数字が表情が割り振ら

れている数字，一番右の数字が感情データベース移行

先の数字となっている．

図 3: 会話文（喜び）

2.3 表情生成システム

アクトロイドは顔に 12部位の操作できるポイント

が存在しており，それぞれの部位を 1から 256の数字

で管理する事で表情を生成する事が出来る．今回はア

クトロイドの表情を 21種類用意しており，通常時，笑

顔，怒り，嫌悪，悲しみ，驚き，恐れ，等の表情を生

成する事が出来る．下の図 (図 4)はそれぞれ通常時，

怒り，嫌悪を表している．

図 4: アクトロイドの表情

3 評価実験

評価実験は徳島大学の学生 40人を対象とする.感情

データベース移行なし，感情データベース移行ランダ

ム，感情データベース移行ありの 3種で実施する．2

種類の評価実験を実施する．まず始めに約 3分で終わ

る固定会話を 3種のデータベース移行システムで実施

する．固定会話の内容は (図 5)に記載されているもの

である．次に 3種のデータベース移行システムを用い

てアクトロイドと話者に約 5分間の自由会話をしても

らう．話者にはアクトロイドが反応する言葉一覧の紙

(図 6)(図 7)を渡し，アクトロイドと自由に会話をし

てもらう．そして,各感情データベースごとに,自然に

会話できたかどうかの点数を 1 10の 10段階評価をす

る．おわりにを書く．

図 5: 固定会話アンケート
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図 6: 自由会話文

図 7: 自由会話文

4 実験結果

評価実験を行ったところ固定会話の感情データベー

ス移行なしは平均 5.75．感情データベース移行ラン

ダムは 4.75．感情データベース移行ありは 8.375．自

由会話の感情データベース移行なしは平均 5.625．感

情データベース移行ランダムは平均 5.25．感情データ

ベース移行ありは平均 8.625となった。固定会話,自

由会話共に感情データベース移行ありの場合が一番高

い点数となった．感情データベース移行ランダムの場

合では被験者ごとに点数のバラつきが大きく，7感情

をランダムに移行させているので適切な時に適切な感

情が発生する事が多い被験者と少ない被験者によって

点数のバラつきがでていると考えられる．今よりもさ

らに被験者の数を増やしていくことでより精度の高い

結果が得られると考えられる．

5 考察

実験結果より固定会話,自由会話共に感情データベー

ス移行ありの場合が一番高い点数となった．感情デー

タベース移行ランダムの場合では被験者ごとに点数

のバラつきが大きく，7感情をランダムに移行させて

いるので適切な時に適切な感情が発生する事が多い被

験者と少ない被験者によって点数のバラつきがでてい

ると考えられる．今よりもさらに被験者の数を増やし

ていくことでより精度の高い結果が得られると考えら

れる．

6 おわりに

今回心的状態遷移ネットワークに基づく感情移行シ

ステムを用いてアクトロイドに感情を付与する事で自

然な会話の構築を目指した．今回の提案手法は感情移

行ランダムの場合と感情移行なしの場合よりも良い結

果を得ることが出来た．今後はリカレントネットワー

クをシステムに組み込む事や，会話文の増加，表情の

増加，等を目標にしていきたいと考えている．
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